
魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る
重
円
大
旬
珠

一の

一
解
釈

一

貌
恵
倭
人
伝
に
、

倭
女
王
卑
弥
呼
の
宗
女
壱
与
が
魏
に
ｒ
し
た

品
日

と
し
て

一
白
珠
五
千
孔
青
六
句
珠
二
枚
果
文
雑
錦

ニ
エ
玉

一

ぃか
一託
女
≡
れ
て
い
）つ
。

此
の
語
句
の
読
方
に
つ
い
て
は
諸
読
が
あ
る
が
、

私
は
者
表
‐地

吉
諄
士
の
所
説
に
従

つ
て

「
白
珠
三
千
孔
、

青
大
「
ャ珠

二
≡
一　
昇

（
１
）

文
雑
錦
二
十
匹
」
と
読
む
こ
と
ゝ
キ
ンる
。

此
の
品
目
つ
内

一
言
大
句
珠
」
が
考
古
学
の
示
す
当
代
い
造
物

の
何
に
当
一る
か
に
つ
い
て
、

諸
家
の
見
解
は
何
れ
も
勾
千
Ｌ
止
庁
一

、す
る
占
ザ
」
Ｆ
ま
し
、　

一
のヽ
中材
質
に
つ
‐、二
十二
年
Ｔ
の
指
世
違
が
豪
・ｒ
ｒ
社

る
。

例
え
ば
橋
本
増
吉
博
士
は
こ
れ
を

青

毎

覇

〔
甘
り転
〓

‐出

雲
石
の
大

ね
益
に
比
定
さ
れ
、

害
て
郡
馬
台
国
九
州
説
の

一
論
拠

こヽ　ヤ【】卜小
一に
。

原
日
淑
人
博
士
は
近
時
硬
玉

（甘
伊
じ

が
国
内
に
産
常
≡

ア、一

こ
と
ょ
り
、

こ
れ
を
硬
玉
―

秀
翌
の
勾
玉
と
さ
れ
て
い
ち
で
Ｃ

魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る

「青
大
旬
珠
」
の
一
解
釈

私
は
こ
れ
を
図
に
示
し
た
よ
う
な
、

車
輪
石
、

部
ち
碧
玉
製
晩

市
一に
，丸
一疋
し
■
卜
い
″
二
一官
つ
。

二

車
輸
石
は
、

石
器
時
代

の
二
枚
目
一製
の
腕
輪
か
ら
発
達
し
た
も！！

の
で
あ
る
が
、

古
墳
時
代

り
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、

形
を
碧

〓
に
移
し
，中
も
の
が
毎
ン数
作
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
予

手
を
挿
一

す
声、
き
孔
が
次
第
に
結
あ
イさ
れ
、

非
「実
用
的
な
宝
器
化
し
た
と
差
ャ

え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

殊
に
魂
以
前
の
筑
と
同
じ
く
伝
世
の
事
ヤ

共
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、

抗

・
武
器

・
硬
玉
製
勾
玉
な
ど
と
共
に

副
奔
一品
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、

畿
内
前
期
古
墳
よ
り
う
才く
出
上
し
、

そ
の
時
期
決
定
の

一
つ
の
指
標
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（こ

幾
日
に
お
け
る
古
お
の
出
現
は
、

今
回
三
世
紀
後
一半
に
あ
て
ら

一「
一
一一
十
中
一
ヽ
中
一「和
一一
卜一考
は的
六
≡
出
．間現
店
一、　
腋
町
一
「十」
一忙
一Ｈ
′
二
廷
労
丁
る
と

二
世
一い
立
辛
、

一半
は
四
世
紀
初
一四
に
お
け
る
北
九
川
で
に
恐
ら

一八
十五
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由

ノl l

成



揚や、
ワとノ

硬 l勾 二

魏
志
倭
人
仁
に
見
え
る

「苦
大
句
珠
」
の
一
解
釈首 皓 斉

一ハ（
工〈

く
、

牽
格
豪

〔
支
石
墓

・
石
蓋
土
坂
墓
な
ど
の
弥
生
式
的
葬
制
が

行
わ
れ
て
い
た
と
，
コえ
ら
一れ
る
が
、

二
れ
ら
の
副
！卒
晶
に
は
、貝
ヽ

時
中
］
【
，一一ヤ
庁
一〓
『キ
一”
一
（夫
市「
路り
に製
落削
‐
！卸
卿
付
ｆ
甲
ず
り
れヽ
」ンつ
ギル
、　
一却石
十
一制
〓

一岩
日中淑
人
」”！■
工
は
、

キ
輪
石
や
と
民
を
統
断
し
た
形
よ
り
」
化

し
た
鍬
形
石
は
、

中
国
に
お
い
て
、

戦
国
時
代
よ
り
淳

・
パ
朝
に

か
４阿
一ｒ．肝
】一市団
ｒい一＋一石

却ネ一
一
坊
十
一に
確一　
・　
翠
ネ
〔リ
エル
押王』」ダ一こえ
【リ
ム
トに引
土」
イヽ
」中

る
，
一さ
れ
て

い
る
。

三

「
■
大
句
珠
」
つ
文
献
考
証
は
、

橋
本
増
苫
博
七
が
そ
の
道
背

「
改
討
―‥吉
補
東
洋
史
上
よ
り
見
た

る
日
本
上
古
史
研
究
」
て
詐
諭

さ
れ
ｉ
‐、
る
。

今
、

そ
費
け
説
を
紹
介
す
る
と

１
、

「
攻
！・
ｔ
抗
文
に

「
珠
峠
之
峰
精
也
上
と
あ
り
、

市
一例
車
土

が
出

に
ま
す
る
と
好
せ
ら
れ
る
に
対
し
、

江
海
に
産
す
る
も
の
ヽ

よ
う
に
便
「せ
ら
れ
る
。

ま
た

「
中町
‐

庁
，説
文
に

「
畔
唇
一属
‐Ｔ

商

一粧
釈

；年‐
に

↓
峠
台
珠
」
た
だ
ヽ
兄
え
、

決
水
産
カ
テ
ス
サ
イ
科
の

一只
類
に
属
キ
…
（官
■
つ
で
ま
”
る
。

っっ
　
然
し

一
珠
」
が
必
ず
し
も
江
海
た

産
一す
る
畔
珠
を
指
す
も
の

■
庁
お
ｒ
キ
よ

ま
た
真
珠
の
士
う
な
球
形
の
も
の
ヽ
ス
↓圭
志味
し

て
い
な
い
〓
と
は
、

中例
え
は
、

二
充
の
柿
祖
巻
第
二
、

〓
性
常
に

一
降
卜候
以
某
作
珠
結
躍
知
車
上
と
兄
チ
一、　
ま
た
広
雄
に
琉
刊

・
珊

(87)

到

じ
琥
『
よ
）
「‐珠
也
」
と
し
て
い
る
こ
ン
一か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。

３
、　

一
青
珠
上
は
詳
源
に

「
青
珠
青
技
軒
乏
異
名
」
と
記
さ
れ
Ｌ

卜
る
よ
う
に
、

中
国
文
献
上
、

青
取
午
を
青
珠
と
呼
び
、

工
乱
■

舌
亮
覇
を
意
味
し
た
場
合
が
あ
つ
た
。

４
、

旬
は
勾
の
誤
子
で

「
青
大
句
珠
‐
は
青
巧
瑠
の
大
勾
下
Ｌ
仁
【

す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。

５
、

倭
人
仁
に
任
一の
産
物
を
記
し

「
由
真
珠
青
玉
」
と
あ
る
が
、

こ
の
青
玉
も
青
発
葛
を
き
吹
し
、　

十
一
］
珠
、

青
人
句
珠
」
に
拒
■

す
る
も
の
と
推
察
一さ
れ
る
，

こ
れ
は
、

拾
十
一記
奉
十
に
　
三
科

担
ｒ
百
〓
占
上
高
■
ヰ
ど
■
，

と
玉
煎
可
以
為
格
一
ア
一れ
り
、

犯
正
キ
〓オ
試
魂
略
西
戒
仁
た

コ
全
千

多
明
月
珠
夜
光
珠
真
白
珠

一
，
一あ
ろ
に
■
「し
、

史
記
半
‡二
十
一
一、

郊
陽
伝
に

一
三
聞
明
―‐ｉｌ
と
■
支
北
之
壁
以
闇
費
人
於
道
路
人
年
〓

接
刺
相
に
者

」
と
あ
る
よ
う
に
、「

■
」
。
Ｆ
一挫

・
一
壁
置

式
一文
章
↑

■
で
同
義
語
に
句
‐イ、
わ
れ
た
場
台
ｔ
ち
ろ
ニ
レふ
与
丁
京
ツれ
毛
■、

つヽ
一
ゴ
め
ヤつ
ｔ

６
、

■
ド
上
Ｆ
切
り
札
橋
一が
、

邪
馬
■
白
一か
故

丙
〓か
九
州

か
を
決
〓

す
る
資
料

と
し
ヤ
〓
の
意
ま
■
少
な
，
，

（
Ｓ
）

≡
Ｔ
，
っ
て
あ
る
。

　
　

以
下
二
つ
一橋
本
■
士
の
紙
五

て
ヤ
争

在
■
！駅
≡
ッ証
を
基
礎

」
し
イ
≡一払
見
を
下
ベ
ヤ
・行
く
こ

ｒｆ

ｆ
二
ヽ

四

駐
志
倭
人
伝
に
見
え
る

一青
★
有
ャ珠

一
の
一
解
夜

１ヽ
、　

一
弓
十
〓計
一
に
一句
工，
〕わ
廊
士
中円

前
述
の
よ
う
に
、

橋
本

・
原
画
面
将
と
と
も

一
青
大
七

珠
上
を

一句
〓
戸
≡
」
〒
一十
〓
Ｔ
一と
に

一
許挙
し
て
お
ら
れ
る
。

貌
一京
一倭
人
（存
い
の

年
代
に
近

い
頃
一の
勾
玉
に
よ
硬
下
百

力石
玉

・
ガ
テ
ス
製
な
ど
バ
・あ

る
が
、

吉
■
を
三
す
や
ヽ
う
は
硬
玉

・
著
玉
製
で
あ
づ

ｊ
吾
千
百

国
内
に
産
す
る
が
、

硬
玉
は
石
器
時
代
つ
五
一飾
に
取
ら
れ
あ
士
一う

一年
白
れ
一
を
有
＋ユ
る
原
一十七
付
い一目
円
て
洋
午
出
す
る
が
、　

百
件
一降
ｒ
代
十１１十‐
一ｍ判

に
見
ら
一辞

つ
よ
う
な
深
緑
色
を
二
す
る
真
質
品
！
＝
拭
う
―う
つ
て

，あ一ブつ
ヽ
ち

三
世
紀
後
半
―
四
世
紀
初
頭
の
両
挺
晶
の
一分
Ｔ
は
前
■
の
よ
う

ｒ～
硬
玉
靭
一品
は
故
内
よ
り
以
西
に
古
墳

・
変
情
、キ虫

は
楽
祀
遺
跡

な
ど
か
ら
出
土
す
る
。

碧
玉
理
見
も
時
間
一様
な
分
布
を
示
す
が
、

九
州
に
有
■
て
に
、

書
玉
奨
勾
玉
の
出
現
は
古
墳
の
発
生

と
略
時

『
一時
十
一
ｔ
一“
・一
い
一「
一
し
キ
す
一
キ
一
”
捕
ｒ
り
を半
一ｈ
に
いほ
小
ン
な
く
、
と
立や
花

一
■
増

【
一
一
■
内

に
一一
≡
一し

イ、≡

一
と

ｒ
Ｔ

と

な

い
一か
、　

”て
つ
一充
十
一の
な
■
代

ｒ
一
つ

ｒ

一本
の
中間

ｒ
ｉ一
「
ｆ
つ
わ
れ
ヤ々

．
（‐‐
）

！然
し
、　

勺
千
ｔ
党
な
ど
ヽヽ
共
に
伝
世
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
，

ｉ
ら
ょ
ぅ
、

倭
人
体
の

（
時

い
に
少
く
に，
コ
硬
玉
製
勾
玉
す
〓十中在
Ｌ

ャ
い
た
と
十
！キ
与
れ
・と勺
。

〓八
ｔ ‐、Ｌ

に
は

現
≡
与

／
，
一″
Ｈ

車
一女
Ｗ

て

，に
一本
一
ｉｆ
石
十十

ヽ
一
ｒｔ
ｉか
一千
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魏
志
倭
人
伝
に
見
え
ろ

一青
大
句
珠
」
の
一
解
釈

一Ｆに
つ
て
、

「
）玉
と
見
る
限
ｈ
、

一最
も
者
逓
的
な
三
世
紀
後
半
に

一生
仁
…
や
ヽ
の
は
硬
玉
製
品
で
あ
り
、

を
し
、

邪
馬
台
一日
の
産
物

と
兄
る
と
き
、

九
州
一説
の
諭
拠
と
し
て
の
碧
玉
製
勾
玉
は
ほ
拠
が

吉
弱
と
い
つ
ぎ
）α
を
得
な
い
。

即
ち
、

勾
玉
と
す
る
限
り
、

破
玉

（
‐３
）

「一
，
一
一り
べ
多
ご
ネ」
じめ
）つ
う
。

ど
イ
≡、
反
玉
製
勾
玉
は
大
を

さ
が
三
糧
程
度
が
普
通
て
、

大
言
・

‐、
も
つ
て
も

一
Ｃ
揮
を
超
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

倭
一人
伝
り

ｒ
者
が
政
え
て

一
人
」
の
字
）を
冠
し
た
の
ほ
「
白
珠
」
ド
比
ベ
イ・

大
手
ご
い
ｉと
い
一ユ
埋
，回
か
つヽ
て
あ
る

つヽ
か
。

一民
に
、　
こ
れ
力
一夕
★
一る
・

十早
位
に

一
枚
ｒ一
を
，も
つ
イ
．―
一て
い
る
の
は
、

「
恥
直

に
対
Ｔ
す
る
一詰

と
し
て
て
よ
中ろ
う
か
。

２
、

車
輪
石
を
比
疋
す
る
理
由

こ
れ
に
対
し
て
ギ
十輪
石
も
同
じ
く
吉
色
を
呈
し
、形

も

一
一
挫

以
卜
一で
あ
り
ｆ
一〇
糎
前
後
の
も
の
も
決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。

前
述
の
よ
う
′に
此
竿
は
特
【な
ど
ゝ
共
に
伝
世
の
宝
奉
サ
千
二
二
車

ば
れ
、

か
つ
哉
内
前
期
古
墳
よ
り
多
く
出
土
す
る
こ
と
は
、

任
Ｔ
一

伝
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
キ
支
な
い
で
あ
ろ
う
。

一史
に

口
け件
一
と
い
う
物
孝
」教
え
る
単
位
に
つ
い
て
そ
），字
」
児
み
・

と
、

一証
文
に
は

「
故
群
也
」
と
あ
り
、

段
と
に

「ｔ毛
仁
白

汁
再
ヤ
！

引
仲
為
街
枚
之
枚
ヤ為
枚
数
之
枚
」
と
あ
り
、

不
来
幹
を
指
し
た
■

つ
が
、

後
に
数
の
単
位
呼
称
に
変

つ
た
ら
し
い
。

そ
の
用
例
を
，
．

八
官
八

る

Ｌ
、

倭
八
信

に
は

「
銅
筑
百
社
Ｌ

と
見
え
、

ま
た
、

と
を
，に

一
以
枚
一コ缶
中」
と
見
え
て
い
る
。

問
は
門
扇
で
あ
る

ドス
ト
エ
●
日
，捌
日
上
一い
′日几
モ
、　

庁克
一撃
怖
■
十八一学
官
，く
、　

ふ
・
う′豆
‐
■
〓
い
ギ
リ
の

ゝ
呼
称
車
化
Ｌ
Ｈｌ
下

うヽ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
占
ギ
いり
、

勾
工
よ
り
形
も
一通
か
に
人
形
で
、

か
つ
罵
平
で
あ
る
車
輸
石
を
数

え
る
に
な

二
γ

ウい
呼
林
で
ド墳
〕）つ
ま
い
か
。

次
に
立
輪
一有
の
形
態
に
つ
い
て
考
，
十
一み
よ
う
。

前
述
つ
ょ
う

に
二
枚
長
の
只
市
の
形
を
碧
玉
の
上
に
撰
し
た
も
の
で
、

表
面
に

放
射
状
に
け
条
を
列
し
、

あ
く
ま
で
子
あ

祖
型
を
思
わ
せ
、

全
体

の
形
は
原
田
博
士
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

中
国
の
環

官
一
に
近

全
姉
）

恐
ら
く
こ
の
貢
物
を
見
た
中
国
人
に
は
、

彼
等
の
愛
用
す
る
壁

の
一担
と
い
じ
た
て
あ
ろ
う
。

然
Ｌ
そ
の
表
面
に
刻
さ
れ
た
員
の
肋

本
を
付伴
‐・た
文
様
や
、

環
壁
の
知
く
円
形
を
な
さ
ぬ

占
一住
【志
千
ょ

り
、　

江
れ
，，鍋
関
″いｒ
め
る
可均
（の
と
考
）九
■
〓か
、

一駄
い
は
」愉
不
琳Ｔ
一十
も

指
摘
さ
ヤ‐
た
ょ
う
に

一ｔ壁
」
と

‐珠
」
と
を
同
義
語
に
用
い
た
か

の
一側
れ
力、
の
理
由
ょ
り
、

「
青
大
句
珠
」
と
記
し
た
の
で
は
あ
る

≡
い
か
、」

　

旬
」
は

「
勾
」
で
六
十り
、

曲
つ
た
こ
レ
↓を
指
し
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

更

に
仁
世
の
室
器
的
性
活
を
右
十

る
こ
の
脱
飾
の

本
対
は
、

勾
ソエ
よ
り
は
る
か
に
三
哉
の
品
に
ふ
・

わ
し
か
つ
た
一の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

エ

倭
人
仁
に
記
す

「
青
大
句
珠
」
を
当
代
の
考
古
学
的
遣
物
に
■

定
す
る
と
き
、

従
来
の
所
説
で
は
原
日
得
上
の
夜
玉
製
句
玉
説
ギ

最
も
妥
当
で
あ
り
、

以
上
に
私
が
述
べ
た
車
輪
石
説
は
こ
の
士
一…

に
も
解
釈
出
来
ま
い
か
と
の
思

い
つ
と
一】で
あ
り
、

敢
え
て
回
執
■

る
うも
の
で
は
な
―マ、っ
小
林
行
雄
氏
は
前
期
古
項
副
葬
晶
に
お
い
才
．

著
王
製
腕
飾
の
有
蕪

は
、

魏
以
後
の
境
の
有
無
と
関
係
が
あ
り
、

一姿
百
す
れ
ば
前
期
吉
墳
に
は
魂
代
ま
で
の
境
の
み
を
も
つ
て
い
Ｌ

も
の
と
、

犯
代
以
後
の
鏡
や
著
玉
製
腕
飾
を
も
つ
て
い
る
も
の
上

つ
工
種
が
あ
り
、

前
者
は
郡
馬
台
国
的
体
制
を
示
し
、

後
者
■
〓

（
‐６
）

市
葡
一廷
的
体
制

を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　

更

に
こ
ｒ

二
種
の
古
式
に
属
す
る
前
期
古
墳
が
ま
内
に
集
中
的
で
汽
一る
ェ
ェ

は
車
輪
石

・
鍬
形
石
を
合
む
薯
玉
製
腕
飾
が
、

邪
馬
台
国
の
仁
子

直
題
に
も
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
え
ょ
う
。

以
上
甚
だ
論
旨
整
わ
ぎ
る
思
見
を
述
べ
来

つ
た
が
、

大
方
の
″

教
子
、

御
叱
正
を
得
れ
ば
善
で
あ
る
。

終
り
に
、

本
稿
は
昭
和
三
十

一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
的
成
す

助
上
に
よ
る
研
究
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
附
言
す
る
。

（
一
九
五
七

・
四

・
二
〇
）

護
（
１
）

邦
珂
通
世
博
士
は

一‐自
珠
こ
千
、

孔
青
大
和
】珠

二
枚
」
ン
＝
＝
・

日
鳥
に
吉
博
士
は

「
自
珠
五
千
、

孔
青
珠
、

大
白
珠
二
十
二
　
一

叫
一
す
少

女ヽ
―
、
一本

一
〓
串
Ｆ
を
一ぅ
　
一
一計
ｉ
ヽ

ョ〕
と
本

一　
つ
　
一
Ｅ
岩
人

解
さ
れ
て
い
六
ち

行
・）

橋
本
博
一ｉ頑

旧
著

王
昼
一
史
上
・「

見
た
る
日早
一
十

一
卜
史
研

究
」
ｒ
は
孔
州
説
の

一
論
一拠
と
さ
れ
た
が
、

改
訂
増
稲
板
で
は

消
極
一里
表
現
を
と
ら
れ
イ
‐、ヤる
。

（
３
）

原
Ｆ
「一
人

「
我
国
の
破
玉
一問
題
に
つ
い
て
」
考
古
学
雑
誌
三
∩
）

―
‐★
一

同
，　
　
　
　
一コ
　
　
「
■
一輪
石
と
録
形
石
」

聖
心
女
子
大
学
論
叢
７

（
４
）

小
朴
一何
町

「
国
不
身
一百

学
械
説
」

一
八
五
貢

高
い　
　
　
　
　
す
Ｈ
　
「
鍬
形
一有
の
研
ケ
亡

日
太
キ
ャ百

学
協
会
景
報
別
席

２
　
田
二

九

・
四

『
］
　

　

　

片
【

「
前
対
古
墳
の
ヽ
一物
に
関
す
る

一
考
答
」

口
大
‐方
】古
↓字
協
中会
受
報
別
一編
４
　
隠
ど
【
〕
・
四

（
５
）

小
林
行
た

「
古
墳
時
代
に
お
け
る
文
化
の
伝
括
（下
と

市人
林
三

〓
Ｔ
ｒ四
！　
昭
一
一五

捷
口
隆
康

一
古
墳
〓
化
生
現
わ
れ
★
地
域
社
会
―
丸
‐‐‐世

［門呆
‐

考
古
学
講
座
５
　
旧
〓
一（て
）
‐
・
七

（
６
）

原
理
大
六

十
高
本
■
項
イ
化
」
八
四
百
　
昭
二
九

・
九

（
７
）

原
Ｆ
淑
一人

「
草
輪
石
と
詠
ユル
石
」
聖
心
女
子
大
学
論
革
７

（３
）

同
書
〓
一
三
ｔ白

珠

・
青
大
旬
珠
と
生
回
」

（
９
）

昨
田
売
策

一
長
者
ケ
原
道
朋
調
査
報
告
」
恵
佐
研
究
９

四
生
三
（〕
。
四
中

（
１０
）

桐
声
確
」庄
　
前
掲
書

一八
十
和



(90)

魂
志
倭
人
仁
に
見
え
る

「青
末
句
珠
」
の
一
拝
釈

（止
）

一
生
ほ
　
思
　
　
邪
馬
台
一日
り
，位
置

吉
代
史
談
話
会
編

「
打
馬
台
国
」
所
収

（理
）

小
林
行
雄
　
一訓
潟
書

弥
生
文
化
に
伴
う
硬
二
製
勾
玉
は
、

信
濃

，
大
和

！
と
雲

３
把

前側
。
一現
一刊
十年デ
一の
＝
Ｔ
工
「側
いか
一対
Ａつ
「巾
ヤｔ
い
る
も

（蛸
）

メ
田
淑
人
　
一制
掲
書

（・４
）

後
藤
守

一　
一有
製
馬
　
一方！古
学
講
ｒ
一　
所
山
一

（・５
）

原
園
淑
人
　
一削
掲
書

（ｈ
）

小
体
行
雄
　
ヤ削
掲
書

【
”
　
　
　
　
記

本
稿
ほ
昨
年
十

一
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
、

文
字
合
，第
二
千
三
寓
！Ｔ
（含

日
本
文
部
会
に
於
け
る
研
究
発
表
の
草
稿
を
”
羊
訂
下
し
た
よ
≡
”ｔ
ｒ
ｉ与、．

る
。

研
究
発
表
の
際
、

座
長
坂
本
人
邦
キ
士
、

及
び
藤
日
克
末
致
技
よ
う

仰
教
示
を
得
、
ま
た
駒
キ
和
宝
博
士
の
仰
指
導
を
得
た
。

洋
く
す
意
を
表

十
′片
燈
昇
一
」■う
）つ
ｏ

夫

山
中　
口
　
昭
　
在
一

村
‐）

水
　
竹
　
剖
サ

市
‐

川
　
成
　
十下

宮

水

馨

太

郎

不

一
す
史

ヤ〒

科
中
教

授

木

芋

史

主
主

付

嘱
一
託

本

↓一十
史

一十
Ａ
「
大

学ェ
庄

一ｒ
一　
，投
　
↓子
　
‘に
　
“切
　
や妨

”昭
和
〓
一年一
本
ャ子
”
一ャ子
一科
宝
十一夫

本

一十
史
　
ヤ子

『＝
　
誰
　
師

本

↓子

使人　
事
千　
村
‐‐　
教
　
一桜

本

工手

に▲　
一
丁

「＝
　
訴
　
師

執

筆

者

紹

介

よ

ち

，■
（
〕
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